
事業の計画・内容
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14 感染症などの流行、拡大を防ぎ、食の安全を確保する

C

総合評価
乳幼児のインフルエンザ接種については、その有効性の評価が医師によって様々であり、行政として費用
助成をすることの妥当性については、今後とも検討を重ねていく必要があります

目標

H18（目標）指標設定の考え方

麻疹予防接種率（1歳６か月児健診時） ％
83.0

目標

感染力が強く、致死率が高い麻疹は、特に接種率の向上が叫ば
れている予防接種であり、様々な指標に用いられている。1歳６か
月健診受診者数を分母に、うち麻疹予防接種修了者を分子に接
種率を指標としました。
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事業の目的の成果を測る指標

10

720

1,257
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【定期予防接種】　　ポリオ、ＤＰＴなど予防接種法に定められた予防接種を行います。
・接種方法　医療機関委託による個別接種方式
・周知方法　広報誌に情報を掲載します。出生届出時に説明書、予診表等を手渡します。　学童期の接種については、ハガキによる
個人通知を行います。
・個人負担額　　乳幼児、学童については負担なし。高齢者のインフルエンザ接種については1,200円。(ただし生活保護世帯は無料）
【乳幼児インフルエンザ接種費用助成】　　乳幼児がインフルエンザ接種を受ける場合の接種費用の一部を助成します。
・助成金額　　接種金額の1／２を助成します。ただし3,000円／人を上限とします。

予防接種法、乳幼児インフルエンザ予防接種費用助成要綱終了年度平成 年度

ソフト事業

定期予防接種：市民（法で定められた接種年齢の方）
乳幼児インフルエンザ接種費用助成：就学前の乳幼児

事業名

基本施策

570

伊賀市　事務事業評価シート

感染症の罹患を防止することができるとともに、社会での疾病の蔓延を防
ぐことができます。
乳幼児のインフルエンザ接種助成は、接種にかかる経済的負担の軽減を
図ります。

成果（どうなるのか）

予防接種業務経費

担当部課名 感染症予防経費伊賀支所健康福祉課

720 720

0.1 0.1 0.1

根拠法令・要綱等平成

609 609

1,329 1,329

1,329

600 600
需用費
負担金

その他
1,257

9
527

予防接種法の改正が毎年のようにあり、その都度、周知の徹底や関係機関との調整を行ってきました。今後もポリオワクチンの不活化等が予測さ
れています。予防接種は安全に実施されることはもちろんですが、高い接種率を目指さねば、その疾患から個人や社会を防衛することはできませ
ん。その意味で、適正な接種時期に確実に接種をしていただけるように、啓発を行っていくことが不可欠です。乳幼児のインフルエンザ接種費用助
成は、合併と同時に伊賀市として施策化しました。乳幼児のインフルエンザ接種については、その有効性の評価が医師によって様々であり、行政と
して費用助成をすることの妥当性については、今後とも検討を重ねていく必要があります。
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